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ロータリー特別月間

基本的教育識字率向上月間

地区大会開催のお知らせ



残暑の候、皆様いかがお過ごしでしょうか。日頃より地区ならびに各クラブの活力ある活動に

ご尽力いただいておりますことに、心より深く感謝申し上げます。

さて、9月は「基本的教育と識字率向上月間」および「ロータリーの友月間」です。

現在、世界では7億人以上の成人が読み書きの能力を欠き、多くの子どもたちが満足な教育機

会を得られずにいます。教育は個人の尊厳を守り、持続可能な地域社会を築くためのもっとも

確実な土台です。専門知識や職業倫理を持つ私たちが地域のニーズに寄り添い、身近な学習支

援から「地域に変化をもたらす奉仕活動」を展開してまいりましょう。こうした奉仕活動を継続・

発展させる原動力こそが「会員増強とクラブ体験の向上」です。

そして、今月のもう一つのテーマである『ロータリーの友』誌は、1953年に日本が東西2地区

へ分割された際、「たとえ地区が分かれても仲間としての絆を持ち続けたい」という強い想いか

ら誕生した懸け橋です。同誌は誕生の瞬間から「仲間と深くつながるための誌面」であり続けて

います。 そして例会で『ロータリーの友』を開き、全国の志ある活動を分かち合うことは、クラ

ブに新たな学びと友情の熱量をもたらします。会員一人ひとりが成長や感動を実感できる質の

高いクラブ体験を整えることこそが、結果として多様な人材を引き寄せ、強力な会員増強へと

つながるのです。

「魅力あるクラブ体験」と「地域に変化をもたらす奉仕活動」は常に両輪です。今月はぜひ、誌面

を活用しながら奉仕のあり方を話し合い、クラブ体験のさらなる向上げについて意見を交わし

てみませんか。

自分自身の中で良い変化が生まれ、仲間とともに一歩を踏み出すとき、地域に、そして世界に

大きな変化をもたらすことができます。誇りと希望を胸に、輝く未来への扉を共に開いてまい

りましょう。

（一社）国際ロータリー第2770地区
2026-27年度ガバナー

変化をもたらす
〜仲間との絆で育む奉仕の力〜

三枝 和男（大宮東RC）

ガバナーご挨拶



管理運営統括委員会

統括委員長 諸喜田 直也（八潮RC）

2026年7月25日、埼玉会館小ホールにおいて、「2026-27年度 3委員会合同セミナー」が

開催されました。本セミナーは、管理運営部門・会員増強維持部門・ローターアクトとの合同開

催で行われ、各クラブ役員をはじめ多くのロータリアンが参加しました。セミナーでは、講演会

やハラスメント防止研修、各部門の分科会が実施され、クラブ運営に必要な知識や情報を共有

する有意義な機会となりました。

講演会では、株式会社日比谷松本楼代表取締役社長であり東京ロータリークラブ所属の小坂文

乃氏を講師に迎え、「伝統を守り、変化を恐れない組織へ」をテーマにご講演いただきました。

歴史ある企業を守りながら時代の変化に対応し、新たな価値を創造し続ける姿勢について、多

くの実例を交えながらお話しいただきました。ロータリークラブにおいても、長年培ってきた伝

統を大切にしながら、時代や地域のニーズに合わせて変化し続けることの重要性を改めて認識

する機会となりました。

続いて実施されたハラスメント防止研修では、細淵雅邦パストガバナーより、ハラスメントに対

する正しい理解と、誰もが安心して活動できる環境づくりの必要性についてご講義いただきま

した。近年、コンプライアンスへの意識が高まる中、クラブ運営においても相互尊重の精神を持

ち、多様な価値観を受け入れる組織づくりが重要であることを学びました。

管理運営統括委員会の分科会では、本年度の地区方針である「会員増強とクラブ体験の向上」

「地域に変化をもたらす奉仕活動」の実現に向け、管理運営統括委員会が果たす役割について

説明を行いました。クラブが持続的に発展していくためには、単年度で終わる運営ではなく、中

長期的な視点を持ったクラブ運営が不可欠であることをお伝えしました。

また、地区行動計画推進委員会、クラブ活性化委員会、公共イメージ向上委員会、RLI運営委員

会、規定審議会検討委員会の5委員会それぞれが、本年度の活動方針や各クラブへのお願いに

ついて説明しました。クラブ優秀賞への挑戦、My Rotaryやラーニングセンターの活用、公共

イメージ向上への取り組み、RLIを通じた人材育成など、クラブ活性化につながる具体的な施

策を紹介し、参加者と課題や方向性を共有することができました。

本セミナーを通じて、管理運営統括委員会として、地区内すべてのクラブが持続可能で魅力あ

るクラブ運営を実践できるよう支援していく重要性を改めて確認しました。今後も各委員会が

連携を図りながら、クラブの活性化と会員満足度の向上に努め、地区方針の実現に向けて活動

を推進してまいります。

三委員会合同部門セミナー報告（管理運営統括委員会）



委員長 山口 恵美子（川口モーニングRC）

2026年７月25日（土）、埼玉会館にて、３部門合同セミナーを開催しました。
基調講演では、100年以上の歴史を持つ(株)日比谷松本楼の代表取締役社長 小坂文乃様

（東京RC会員）をお迎えし、『伝統を守り、変化を恐れない組織へ ～多様性がもたらす真の活性
化～』というテーマでお話きました。特に、会員増強維持の観点からは、「なぜ今、女性と若者の
力が必要なのか？」「会員増強・維持のための３ステップ」、そして女性会員がいるからできた東
京RC初の２委員会のコラボレーション奉仕事業等、今後に活かせるお話を聞くことができまし
た。「会員増強・維持のための３ステップ」の２つ目に挙げられた心理的安全性の構築について
は、基調講演に続き行われた危機管理委員会委員長である細淵雅邦パストガバナーによる「ハ
ラスメント防止研修」に重なる内容でもありました。
会員増強維持統括委員会による分科会では、2026-27年度 地区数値目標(①会員数純増

100名、②4つ以上の新たな種類等のクラブ設立)及び各クラブの純増目標を再確認すると共
に、当委員会から次の4つのお願いをさせていただきました。

また、戸田RCの皆勤賞を始めインパクトのある会員維持の取り組みも紹介しました。
次に、参加したくなるクラブ体験の事例として、川口モーニングRCの清水良浩現会長から、

国際大会における「友愛の家」への日本から唯一のクラブ出展について、その内容（MU御朱印
帳とベーゴマ体験）及びクラブへのその後のインパクト（シグナル・ヒルRCのフランク・ダニック
さん親子のMU）が紹介されました。
最後に、ローターアクトクラブより、「ローターアクト インキュベーション プログラム」の紹介が

ありました。企業の創業支援のように、ローターアクトクラブの立ち上げから自立までを継続的
に近隣ローターアクトクラブのローターアクターが支援する新たなしくみです。先輩ローターアク
ターがメンターとなり、新クラブ設立後の「ローターアクトって何をすればいいの？」などの不安
を解消し、継続できるクラブを創るローターアクトクラブの自主的な取組みです。
３部門合同セミナーは、各クラブの会員増強維持に関わる方々に、基調講演、ハラスメント防

止研修、分科会に出席していただくことで、改めて、会員増強維持が「持続可能なインパクト」に
必要であることを感じていただける機会になったと思います。

１．事前調査票をクラブで共有する。
２．会長が宣言した純増目標をクラブで共有する。
３．クラブで会員増強維持に関する課題を共有する。
４．課題に対する取組みをクラブで共有するため行動計画に会員増強維持に関する事

項を入れる。

三委員会合同部門セミナー報告（会員増強維持統括委員会）

会員増強維持統括委員会



今年度、ロ－タ－アクト特別推進委員会における長を仰せつかった齊藤敏雄と申します。
2026-27年度の部門セミナ－ですが、財団補助金管理セミナ－を皮切りに、６回予定されています。そ
の内の第２回目のセミナ－を管理運営・会員増強維持・ロ－タ－アクトの３部門合同で、07/25(土)に埼
玉会館にて行わせて戴きました。
セミナ－は、２部構成とし、第１部は、お二方に講演をして戴きました。
株式会社日比谷松本楼 代表取締役 小坂 文乃さま(東京ロ－タリ－所属)に「伝統を守り、変化を恐れ
ない組織へ」の題目で、理想とすべき組織の在り方を学びました。
細渕 雅邦バストガバナ－による「ハラスメント防止研修」の中では、実際のオ－ストラリアナショナルチ－
ムにおける現状等を通して、ハラスメントに対する取組等をラ－ニングしました。
続きまして、第２部は、３部門がそれぞれ別室にて、分科会を実施いたしました。
当ロ－タ－アクト特別推進委員会の部屋では、冒頭、私から当地区におけるRACの立ち位置的及び数値
的な現状の説明をさせて戴き、その後、ご参加戴いた皆様に３班に別れて戴き、それぞれの班に、推進委
員会のメンバーと地区内アクタ－を数名配置し、グル－プセッションを行いました。題目は、「ロ－タ－ア
クトクラブを創ろうっ！」としましたが、現状、アクトクラブをsponsoredしている&していないRCに拘
わらず、RACに対する自RCとしての課題や現状の決意等の意見を収集し、少しでも地区委員会として、
解決の一助になれるようにすることをメインpurposeとしました。
多くは、好意的で、設立を考えているが、事務的な手続き方法や人数確保の方法に対する疑問解決に役
立てた一方で、アクトの活動を把握していない等のRCとRACとの繋がりが薄く、コミュニケ－ションが
滞っている事例も散見されました。
この「コミュニケ－ション」というkeywordこそ、RACを活性化達成の為の最重要pointとなることを改
めて認識しました。
皆様のご意見を収集すると、まだまだRACに対する知識・理解が浸透していない部分があり、地区委員
会として更なる啓蒙活動が必要と認識しました。
そのために…………………
今年度も、地区補助金を利用させて戴き、「セカイあそび万博in鐘塚公園」を10/25(日)に予定し、国際
奉仕部門と連携し、国際貢献を念頭に、広く国内外に若者たちのバイタリティを発信し、「魅力ある奉仕」
を展開していきます。
この事業は、我々RAC委員会が独自に行うのでは、なく、地区内13RAC・IAC・ROTEX・派遣候補生・
来日学生・米山記念奨学生と合同で行い、ロ－タリ－FAMILY一丸となり、ロ－タリアンと共にこの第
2770地区から世界へ発信していくものとなります。
また、RCとRAC、地区RACと各RACとのコミュニケ－ションを第一に考え、13RAC会長幹事会だけで
なく、RAC会員全員対象の懇談会の開催(08/08)や、現RACのスポンサークラブ同士の懇談会を
09/04に開催致します。これにより、相互理解・課題解決に早期に繋がることにより、会員増強にも繋が
ると信じています。
刻々と変化する世界に負けることなく、逆に1歩リ－ドした活動を考え、行動していく所存です。
ひとりでできることは、数少ないが、皆でやれば、何でもできる。この精神で邁進して参ります。
One for Allっ！ All for Oneっ！

ロ－タ－アクト特別推進委員会

委員長 齊藤 敏雄（大宮西RC）

三委員会合同部門セミナー報告（ローターアクト特別推進委員会）



ガバナー公式訪問

7月13日 戸田ロータリークラブ

過日開催いたしました、掲題の件につきましてご報告申し上げます。

令和8年7月13日月曜日に、戸田市文化会館において、ガバナー公式訪問を開催いたしました。三枝ガバ
ナーの他、第12グループの川島ガバナー補佐、清水地区幹事、河本地区副幹事にもご参加をいただきま
した。スケジュールは事前に提出の通り開催が行えました。ガバナー公式訪問には、当会からは40名の参
加がございました。

今年度の、最初のガバナー公式訪問のため、熊木直前ガバナーからのバッジ授与も行われ、終始和やかな
雰囲気で行うことができました。

三枝ガバナーからは、今年度の国際ロータリー会長のメッセージについて説明をいただきました。また、
国際協議会の開催内容などのお話をいただきました。印象深かったのは、本会議の際にロータリーが地
域に変化をもたらした世界中の事例発表があり、参加者の中には涙ぐむ方もおられたという現実をお話
しいただきました。それらを踏まえ、変化をもたらした世界中の事例を数点ご紹介くださいました。その
他にも、分科会での内容をお話しいただきました。

その後は、地区の運営方針を2点ご説明いただきました。

一つ目は「会員増強とクラブ体験の向上」、もう一つ目が「地域に変化をもたらす奉仕活動」とご説明をい
ただきました。

当クラブにおきましても、長島会長の方針は、地域における他団体や交流を一つのテーマに抱えておりま
す。今後も、地区のお力もお借りしながら、盛り上げて参りたいと感じた所存です。

クラブ協議会におきましても、各委員長からの方針発表を行い、三枝ガバナーからは丁寧な講評をいた
だき励みとなりました。

三枝ガバナーの掲げられた、MISSION・PASSION・ACTIONに沿い、活動して参ります。以上報告と
なります。

例会は明るい雰囲気に満ち、世代を超えた素晴らしい連帯感を肌で実感いた
しました。
99歳から40代まで「老壮青」の絶妙なバランスのもと、若い世代や新進の会
員が積極的に登用されて活発に動かれており、クラブの未来と力強いエネル
ギーを感じます。
長島会長の指導力による会員増強・維持への真摯な姿勢や、56年に及ぶ献血
活動の継続は、まさに地域に根ざした「超我の奉仕」の模範であり、深く感銘を
受けるとともに感謝申し上げます。

三枝ガバナー公式訪問の感想



ガバナー公式訪問

7月14日 三郷ロータリークラブ

ガバナー公式訪問では、三枝ガバナーより地区運営方針やロータリー活動への思いについてお話をいた

だき、クラブとして今後の方向性を改めて確認する貴重な機会となった。会長・幹事との懇談や例会を通

じ、地区とクラブが連携して活動を推進することの重要性を再認識するとともに、会員一人ひとりが奉仕

の理念を実践していく決意を新たにした。また、当日は4名の新入会員を迎え、クラブのさらなる活性化

への期待も高まった。三郷ロータリークラブとして、地区方針を共有しながら地域社会への奉仕と会員相

互の友情を深め、地区とともに歩む一年としていくことを確認した。

「つなごう伝統 築こう未来 50周年への架け橋に！」のテーマのもと、会員が
一丸となり増強に邁進される姿に感銘を受けました。本日、グエン様、浅賀様、
和田様、長本様の4名もの新会員をお迎えする入会式に立ち会えましたことは
大きな喜びであり、50周年に向けた力強い勢いを実感いたしました。例会を
通じて皆様の真摯な姿勢と深い「ロータリー愛」が肌で伝わり、胸が熱くなりま
した。「老壮青」の絶妙なバランスが生み出す明るく楽しい雰囲気は大変印象的
です。熱意溢れる皆様に敬意を表するとともに、貴クラブのさらなる飛躍を心
より確信しております。

三枝ガバナー公式訪問の感想



ガバナー公式訪問

7月15日 大宮ロータリークラブ

7月15日（水）、国際ロータリー第2770地区 三枝和男ガバナーをはじめ、江本尚浩ガバナー補佐、地区

役員の皆様をお迎えし、ガバナー公式訪問が行われました。

例会に先立つ懇談会では、クラブの現状や今年度の活動方針について意見交換を行いました。

例会では、創立70周年記念特別寄付ならびに青少年交換プログラムへの貢献に対する感謝状が贈呈さ

れました。

三枝ガバナーの卓話では、RI会長メッセージ「持続可能なインパクトを生み出そう」と、地区運営方針であ

る「会員増強とクラブ体験の向上」「地域に変化をもたらす奉仕活動」についてお話しいただきました。ま

た、「MISSION・PASSION・ACTION」をキーワードに、熱意を持って行動することの大切さをご指導

いただきました。

例会後のクラブ協議会では、各委員長が今年度の活動方針を報告し、公式LINEやInstagramなどの

DX活用、青少年奉仕をはじめとする当クラブの取り組みに高い評価をいただきました。

今回の公式訪問を通じ、会員一同、今年度の活動への決意を新たにする貴重な機会となりました。

三枝ガバナーをはじめ、ご来訪いただきました皆様に心より御礼申し上げます。

歴史と伝統を感じる厳かな例会、そして70周年記念誌のご制作に心より敬意
と感謝を申し上げます。公式LINEやInstagramの利活用といったDX推進、
中学生への献血啓蒙など、時代に即した先進的な取り組みに深く感銘を受け
ました。また、青少年交換や財団、米山奨学会への深い造詣は、まさに地区を
牽引するリーディングクラブとしての風格を感じさせます。岩田会長のもと、
「持続可能なインパクトを」のテーマを掲げ、大宮ロータリークラブの皆様が更
なる高みへ躍進されることを確信しております。

三枝ガバナー公式訪問の感想



ガバナー公式訪問

7月17日、浦和ロイヤルパインズホテルにて三枝ガバナーを迎え、公式訪問が開催されました。

懇談会では今年度事業計画書の内容について意見交換を行い、各委員会事業、会員増強策、など幅広い

課題と方向性を共有しました。クラブ協議会では「よく学び、よく遊び、よく奉仕しよう」をテーマに出席率

向上、親睦活動、公共イメージ発信の強化、国際大会参加促進など実践的な取り組みを確認。伝統を尊重

しつつ改革を進める姿勢を共有できた有意義な機会となりました。

7月17日 浦和ロータリークラブ

「良く学び、よく遊び、よく奉仕しよう！」のテーマが各委員会に浸透し、計画書
へ見事に反映されている姿に深く感銘を受けました。経験豊富なベテランと熱
意溢れる若手や企業会員の絶妙なバランスが生み出す「伝統と革新の調和」は
大変見事です。
長年の継続事業が地域に深く認知され、必要とされる存在であり続けている
のは、皆様の確かな長期ビジョンがあってこそだと実感いたしました。現在進
められている姉妹クラブとの提携という新たな挑戦が実り多きものとなり、貴
クラブが今後一層ご発展されますことを心よりお祈り申し上げます。

三枝ガバナー公式訪問の感想



ガバナー公式訪問

7月18日（土）、三枝和男ガバナー、嶋田ガバナー補佐、地区役員の皆様を迎え、公式訪問例会を開催しま

した。面談会では、会員増強、台湾国際大会の単独ブース出展、メークアップ御朱印帳などをご評価いた

だきました。例会には米山奨学生シャオン様、財団奨学候補生石井様、平和フェロー留学生マリア様も出

席。和やかな中、新会員へのバッジ授与、ガバナー卓話、クラブ協議会でご助言をいただき、今年度の決

意を新たにしました。

早朝よりありがとうございました。

7月18日 川口モーニングロータリークラブ

清水会長のもと、テーマ「【CONNECT 4.1】出会いを力に世界を揺らせ！」を
体現された久保田様の入会式に立ち会えましたこと、大変嬉しく存じます。
「WEBサポート委員会」の新設による出席の多様化や高い発信力は、これから
のロータリーの模範となる素晴らしい取り組みです。さらに、ベーゴマを通じ
た多世代交流など「参加して良かったと思えるクラブ体験」を着実な会員増強
へと繋げられている点、そしてアイメイト協会へ長年にわたり多大な貢献を続
けてこられた歩みには、心からの敬意と賛辞を贈らせていただきます。
柔軟な発想と真摯な奉仕精神を併せ持つ貴クラブが、更なる飛躍を遂げられ
ますことを心より確信しております。

三枝ガバナー公式訪問の感想



ガバナー公式訪問

7月21日 岩槻東ロータリークラブ

去る７月21日、連日の猛暑の中、三枝和男ガバナーの公式訪問が行われました。

瀬田雄一第4グループガバナー補佐、清水伸洋地区幹事、河本 博地区副幹事の3名の

方々も同行下さいました。

午前11時20分より、懇談会が始まり、12時まで行われました。例会では、三枝ガバナーからパワーポイ

ントにより懇切丁寧なご説明がなされ、会員皆様も熱心に聞き入っておりました。

昼食後クラブ協議会が開催され、会員皆様からの質問にも、解りやすく懇切丁寧にお答えくださり、勉強

になりました。その後３時より、軽食と飲み物を用意し和やかな内に公式訪問の幕は閉じられました。ガ

バナー始め皆様、お疲れ様でございました。

テーマ「伝統と変化を楽しもう」のもと、培われた伝統と格式を守り抜く素晴らし
い例会運営に深く感銘を受けました。同時に、会員の皆様の温かな絆と仲の良
さが全体に満ち溢れ、非常に頼もしく実感いたしました。
本年度は例会回数の変更など大きな変革の年ですが、その変化を前向きに楽し
む京野会長をはじめとする若きリーダーの情熱に大きな期待を寄せております。
貴クラブのお家芸である国際奉仕活動という強みを起爆剤として、変化の時代
における新たな活力へと繋げられ、更なる飛躍を遂げられますことを確信して
おります。

三枝ガバナー公式訪問の感想



令和8年7月22日、国際ロータリー第2770地区三枝和男ガバナーをはじめ、大橋秀樹第7グループガバナー補佐、
田畑寛樹地区副幹事、鈴木真樹地区副幹事、三ツ林裕巳新入会員をお迎えし、ガバナー公式訪問を開催いたしました。

例会に先立ちガバナーとの会議では、本年度のクラブ運営方針や活動計画について説明し、創立60周年記念事業を
はじめ、会員増強、地域社会への奉仕活動、そして国際奉仕事業として計画しているフィリピン・マニラでの支援活動
について報告いたしました。

フィリピン・マニラでの国際奉仕事業では、現地の子どもたちや地域社会への支援を通じて、ロータリーの「超我の奉
仕」の理念を国際社会で実践することを目標としていることをお伝えし、三枝ガバナーからは、このような継続的な国
際奉仕活動はクラブの存在価値を高める大変意義深い取り組みであるとの激励とご助言をいただきました。

例会では、三枝ガバナーより国際ロータリーおよび第2770地区の方針についてご講話をいただき、会員増強、公共
イメージの向上、奉仕活動のさらなる充実、そして会員一人ひとりがロータリーの価値を地域や世界へ発信していくこ
との重要性について、力強いメッセージをいただきました。

今回の公式訪問を通じて、クラブの進むべき方向性を改めて確認するとともに、会員一同が奉仕への決意を新たに
する貴重な機会となりました。ご指導いただいた内容を今後のクラブ運営に反映させるとともに、創立60周年事業、
フィリピン・マニラでの国際奉仕事業、地域社会への奉仕活動を着実に推進し、地域と世界に貢献できるロータリーク
ラブを目指してまいります。

最後に、ご多忙の中ご訪問いただきました三枝和男ガバナーをはじめ、地区役員の皆様に心より感謝申し上げ、ご報
告といたします。

ガバナー公式訪問

7月22日 幸手ロータリークラブ

テーマ「60年の絆を未来の奉仕に！」のもと、伝統と格式を守られた素晴らし
い例会と会員間の温かな絆に深く感銘を受けました。
山本会長が掲げる国際奉仕、60周年事業、桃園RC周年事業への参加という
「3つの柱」に対する熱い思いと強いリーダーシップは会員全体に伝わり、一丸
となって進む勢いを感じます。三ツ林様の入会式を皮切りに、長年の伝統と深
い絆、そして皆様の団結力をもってすれば、必ずや会員増強を果たし更なる活
力を取り戻されると確信しております。
歴史を誇る貴クラブの今後の飛躍に、大いに期待を寄せております。

三枝ガバナー公式訪問の感想



7月23日(木)、三枝ガバナーをお迎えし、ガバナー公式訪問例会、クラブ協議会が開催されました。

例会前に二名の新会員の入会式を行い、三枝ガバナーにバッジ贈呈を行っていただき、クラブとして大変記憶に残る
一日となりました。

例会では、フェローシップの重要性を学び、またクラブ優秀賞獲得についての機運をあげることができました。

クラブ協議会では、スローガンの意義を再度確認するとともに、ロータリアンは品格ある会員であること、ロータリー
は信用を培う団体である旨を再認識する機会となりました。

しっかりと今年度の活動に生かしてまいります。

ガバナー公式訪問

7月23日 越谷南ロータリークラブ

台中南区RCとの姉妹協定や宮古東RCとの友好協定など、貴クラブが長年築
かれた歴史と絆の深さに強く感銘を受けました。年度計画書に表れたお一人
おひとりを尊重する深い会員愛も大変印象的です。
本日、荒井様・笹崎様という素晴らしい新会員をお迎えする入会式に立ち会え
ましたことは、ガバナーとして誠に大きな喜びでございます。
今年度スローガン「クラブ活動を楽しみ、ともに高め合おう」のもと、日々の活
動を心から楽しみ、仲間としてのフェローシップをより一層深めながら、貴クラ
ブが活気あふれる未来へ向けて飛躍されますことを心より期待しております。

三枝ガバナー公式訪問の感想



7月27日（月）に、三枝和男ガバナー、山内一浩ガバナー補佐、新井清太地区副幹事をお迎えし、公式訪問例会を開催
しました。

当クラブからは、「会員増強とクラブ体験の向上」「地域に変化をもたらす奉仕活動について」「クラブが抱えている課
題」の３部門に特化して意見交換をさせていただきました。

午前１１時より開始された懇談会から、例会、午後３時のクラブ協議会終了まで、和やかな雰囲気の中、自由闊達な意
見交換をすることができました。

三枝ガバナーからは、ロータリーでのクラブ体験を作ることが会員増強に繋がる旨お話をいただき、今年度50周年
を迎える当クラブについて考える良い機会になりました。

ガバナー公式訪問、誠にありがとうございました。

１年間どうぞ宜しくお願いいたします。

ガバナー公式訪問

7月27日 浦和南ロータリークラブ

「ともに創る、確かなインパクト」の活動方針のもと、半世紀にわたり地域と国際
社会へ貢献されてきた奉仕の歴史に、深く敬意と感謝を申し上げます。創立50
周年という大きな節目をお迎えになりますこと、心よりお祝い申し上げます。
南水原RCや宮古RCをはじめ、国内外の姉妹クラブと深く温かい絆を育まれ、
輝かしい成果を上げてこられた歩みは実に素晴らしく誇り高いものです。
来年3月26日の50周年記念式典のご案内にも心より御礼申し上げます。
これまでの確固たる伝統と皆様の強い結束力を糧に、貴クラブが次の半世紀へ
向け更なる飛躍を遂げられますことを確信しております。

三枝ガバナー公式訪問の感想



ガバナー公式訪問

7月28日 春日部ロータリークラブ

７月２８日（火）、三枝ガバナー、坂寄第６Gガバナー補佐、大石、大浜両地区副幹事をお迎えして、ガバ

ナー公式訪問例会を開催しました。例会に先立ち開催した会長・幹事懇談会では、当クラブの現状と特徴、

そして今後に向けてガバナーと意見交換を行うことができ、大変有意義なものになりました。

例会には、共栄大学RACの多くのメンバーにも参加いただき、公式訪問例会を開催することができま

した。その後のクラブ協議会では、三枝ガバナーと会員がそれぞれのテーマついて、意見交換をすること

ができ、大変有意義な時間となりました。今年度の活動に活かして参ります。

活動方針「参加したくなるクラブへ －つながりを価値に－」のもと、62年の伝
統を守りつつ新たな価値を創造される姿勢に深く感銘を受けました。台湾の
中歴RCや横手南RCとの強固な絆、ポスター展やバスケット大会などの青少年
育成事業は、地域と世界に確かな感動を与えておられます。
また、ローターアクトの活発な参加による世代を超えた交流や、活動を温かく
支える婦人部会との連携には、貴クラブならではの深い包容力と一体感を実
感いたしました。
輝かしい歴史と強固なつながりを力に、皆様が世代を超えて一丸となり、さら
なる飛躍と発展を遂げられますことを確信しております。

三枝ガバナー公式訪問の感想



ガバナー公式訪問

7月30日 上尾ロータリークラブ

気温35度を超える猛暑日に、三枝和男ガバナー、久保田勲ガバナー補佐、樋口雅之ガバナー補佐幹事、

横田勝美地区副幹事、立原靖広地区副幹事にお越しいただき、例会に先立ち、福岡大介新会員の入会式

が行われ、三枝ガバナーから襟ピンバッジを付けていただきました。

例会主題ではオラインカ・ハキーム・ババロラＲＩ会長による「CREATE LASTING IMPACT～持続可

能なインパクトを生み出そう」について、ロータリーのビジョン声明を改めて考え、自分自身の中から変化

を生み、人々が手を取り合って行動する社会を目指そうと、その意図を語りました。地区では【会員増強

とクラブ体験の向上】と【地域に変化をもたらす奉仕活動】に焦点を絞った活動方針を示し、「MISSION

（役割・責務）」「PASSION（熱意・情熱）」「ACTION（行動）」をキーワードに、会員増強や寄付について、

クラブや自分自身がBEST（最高）になるまで歩みを止めてはならないと、情熱を胸に秘めながら静かに

語りました。

また例会後のクラブ協議会でも、当クラブの委員会活動に熱心に耳を傾けご指導をいただき、引き続き

会員増強のヒントやクラブ活性化に向けて貴重なご提案をいただきました。

会長幹事懇談会からクラブ協議会まで長時間にわたってアドバイスをいただき、ありがとうございました。

高校生との献血や子ども食堂支援、腎アイバンク寄贈など、地域に根ざした献
身的な奉仕活動に深く敬意を表します。また、ベトナムでの職業研修チーム
（VTT）事業による自立支援は、職業奉仕の理念を体現した真の国際貢献とし
て深く感銘を受けました。
本日、福岡様という新会員をお迎えされた喜びとともに、台南東北RCとの長
年の交流や、ホビー委員会での甲子園野球など、親睦を深め楽しむ姿勢にクラ
ブの豊かな活力と絆を感じます。
地域と世界への貢献、そして強い親睦を両立される貴クラブの、更なる発展と
飛躍を心より確信しております。

三枝ガバナー公式訪問の感想



令和8年熊本地震募金活動報告

令和8年熊本地震で被災された皆様への支援として、（一社）国際ロータリー第２７７０地区、社会奉仕統

括委員会主催で、８月２日(日)午前、JR浦和駅において２時間にわたり募金活動を実施いたしました。

当日は、ロータリアンをはじめ、ローターアクター、インターアクター、米山記念奨学生、青少年交換学生、

青少年野球団、青少年バスケ団、ボーイスカウト、地元小学生など、100名を超える皆様にご参加・ご協力

をいただきました。

また、８月１日(土)には、浦和中ロータリークラブがJRさいたま新都心駅において午前中に、大宮南ロー

タリークラブがJR大宮駅において午後に、それぞれ募金活動を実施いたしました。

週末の猛暑の中、多くの市民の皆様から温かいご支援を賜り、心より感謝申し上げます。

募金額は、8月１日(土)午前、浦和中RC  293,897円、午後大宮南RC 62万円

8月2日(日)午前 国際ロータリー第2770地区 624,864円

お寄せいただいた募金は、被災地の復旧・復興支援に役立てられるよう、国際ロータリー第2720地区へ

送金いたします。

被災地の一日も早い復旧・復興と、被災された皆様の安全で安心の回復を心よりお祈り申し上げます。

社会奉仕統括委員長

星宏和（戸田RC）



ロータリー財団（7月集計分）

森田武司
（大宮北東）

三枝和男
（大宮東）

小林光則
（越谷北）

熊井初雄
（鳩ケ谷）

阿部徹
（川口中央）

星野晃一郎
（大宮）

永嶋良一
（大宮）

佐藤隆行
（大宮シティ）

吉田耕之
（大宮シティ）

橋本直子
（大宮シティ）

島田昌明
（川口むさし野）

鈴木拓雄
（桶川）

宮城仁
（鴻巣水曜）

赤松則宏
（越谷南）

長澤幸義
（越谷南）

名取俊行
（大宮シティ）

天沼毅大
（桶川）

梅田修一
（久喜）

山田大輔
（久喜）

林明
（久喜）

馬場知行
（鴻巣水曜）

伊藤悟
（大宮シティ）

仲川聡
（川口）

メジャードナー
（レベル3）

マルチプル(8) マルチプル(4) マルチプル(4)マルチプル(8)

マルチプル(3) ベネファクターマルチプル(2) マルチプル(2) ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー ベネファクター

ベネファクター ベネファクター

メジャードナー
（レベル2）

メジャードナー
（レベル1）

メジャードナー
（レベル1）

メジャードナー
（レベル1）

メジャードナー
（レベル1）

メジャードナー
（レベル1）

メジャードナー
（レベル1）

メジャードナー
（レベル1）

メジャードナー
（レベル1）



米山奨学会（7月集計分）

森田武司
（大宮北東）

三枝和男
（大宮東）

馬場知行
（鴻巣水曜）

星野晃一郎
（大宮）

高橋徳雄
（久喜）

片山安茂
（浦和）

小柳巧美
（久喜）

山中大吾
（久喜）

吉田潤
（久喜）

舩津由徳
（鳩ヶ谷）

米山功労者
メジャードナー（56）

米山功労者
メジャードナー（10）

米山功労者
メジャードナー（10）

米山功労者
マルチプル（3）

米山功労者
マルチプル（2）

米山功労者
マルチプル（1）

網谷徹己
（川口）

米山功労者
マルチプル（4）

米山功労者
マルチプル（5）

大隅俊和
（桶川イブニング）

米山功労者
マルチプル（4）

米山功労者
マルチプル（1）

米山功労者
マルチプル（1）

米山功労者
マルチプル（1）

滝沢謙次
（桶川イブニング）

米山功労者
マルチプル（1）

松本安永
（鴻巣水曜）

米山功労者
マルチプル（4）

阿部徹
（川口中央）

米山功労者
メジャードナー（12）



ロータリー新会員（7月集計分）

武藤五郎
（鴻巣水曜）

2026/3/18入会
株式会社フローライフ

社会福祉

小野寺大輝
（大宮東）

2026/6/24入会
グローブ会計事務所
税理士・公認会計士

久保田薫
（川口モーニング）

2026/6/27入会
株式会社レイジット企画

広告代理

加藤祥
（川口モーニング）

2026/6/27入会
クリイト株式会社
コンサルタント

三浦晟
（川口モーニング）

2026/6/27入会
スナックuno

飲食業

三浦奈々
（八潮みらい）

2026/7/2入会
SNACK GetⅡ

飲食業

張麗琦
（蕨）

2026/7/2入会
三和株式会社
飲食サービス業

関根徹
（さいたま中央）

2026/7/2入会
株式会社関根商店

建築資材業

間々田信之
（岩槻）

2026/7/2入会
株式会社グリーンガーデン

総合建設業

阿部みゆき
（岩槻）

2026/7/2入会
日本生命保険相互会社

生命保険業

亀島久光
（杉戸）

2026/7/2入会
TOPPANホールディングス
株式会社総合研究所

研究開発

木村裕二
（大宮西）

2026/7/6入会
近畿日本ツーリスト株式会社

旅行業

平川誠
（大宮中央）
2026/7/7入会
久喜精工株式会社
金型設計・製作・

プラスチック射出成形

松浦剛志
（浦和ダイヤモンド）

2026/7/8入会
弁護士法人長島法律事務所

弁護士

塚越大輔
（川口南）

2026/7/15入会
有限会社 塚越保険企画

保険代理業

竹ノ谷光史
（川口南）

2026/7/15入会
有限会社タケノヤ事務所

不動産業

田中正晃
（川口南）

2026/7/15入会
タナカエステート株式会社

不動産賃貸業

池部大介
（川口南）

2026/7/15入会
株式会社 クラウニング
通信コンサルティング

鈴木貴之
（越谷東）

2026/7/16入会
NTT東日本株式会社

通信業

町田治子
（浦和東）

2026/7/16入会
株式会社都ローラー工業
（大分類）金属・ゴム加工業、
（小分類）工業用ローラー製造

矢羽田梨絵子
（久喜）

2026/7/16入会
労務経営管理のぞみオフィス

社会保険労務士

小宮弘之
（蕨）

2026/7/21入会
有限会社コミヤ
不動産賃貸業

保谷武
（蕨）

2026/7/21入会
（株）ブレード・コミュニケーションズ

情報通信業

三ツ林裕巳
（幸手）

2026/7/22入会
日本歯科大学附属病院

内科医

笹崎慎哉
（越谷南）

2026/7/23入会
(有)いしかつ設備

設備工事

大縄恒介
（大宮西）

2026/7/27入会
NTT東日本株式会社 埼玉事業部

通信業

お詫び
先月号（8月号）掲載のロータリー財団、奨学会、新会員の集計は
6月分の誤りでした。
お詫びして訂正させていただきます











2026-27年度7月 ロータリー財団寄付額集計表



2026-27年度7月 米山記念奨学金 寄付額集計表



2026-27年度7月 出席率

掲載開始にあたって：例会出席率の公開について

今年度より、ガバナー月信において地区内全クラブの月間出席率を掲載することといたしました。

ロータリーにおける例会は、単なる定例の集まりではありません。会員同士が絆を深め、成長を実感し合
える**「優れたクラブ体験（Club Experience）」を提供する場**であり、地域社会に持続可能なインパ
クトを生み出す奉仕活動の原動力を養う拠点です。出席率の低下は会員のエンゲージメント（繋がり）の
薄れを示し、ひいては退会や会員減少へと直結する重要な指標でもあります。

今回の数値公開は、各クラブを比較・評価することが目的ではありません。自クラブの現状を客観的に把
握し、例会の魅力向上や未出席会員への声かけを始める「気づきのきっかけ」としてご活用いただくため
のものです。

特に、休みがちな会員へ「時の会長」から直接一本の電話を入れることは、言葉以上に大きな力となりま
す。クラブのトップである会長から「最近どうですか、お会いできるのを楽しみにしていますよ」と声をか
けられることは、会員にとって自分が必要とされていることを実感できる、大変嬉しいものです。こうし
た温かい一声が、クラブとの繋がりを再び手繰り寄せる第一歩となります。

例会での充実した体験や仲間との活発な対話は、既存会員の満足度を高めるだけでなく、新しい仲間を
惹きつける**「会員増強」の最も強力な推進力**となります。そして、活気に満ちたクラブからこそ、地域
ニーズに応えるインパクトある奉仕活動が生まれます。

各クラブにおかれましては、本データを例会運営の見直しや会員維持の議論にお役立ていただき、誰も
が「行きたい」と思える魅力ある例会づくりと、地域に根ざした奉仕の実践に向けて、グッドからベター、
更にはベターからベストを目指してまいりましょう。

ガバナー 三枝 和男



2026-27年度7月 出席率



2025～26年7月 会員数報告
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